


 

 

（プロジェクト推進についての意見交換） 

 続いて、山田教授の司会によりプロジェク

トの推進に向けた意見交換を行いました。 

 各委員からは、日頃の活動を通して感じる

子どもの学力向上に向けた課題等について、

意見や提案をいただきました。 

 

※委員からの主な意見 

○ 障がいのある児童・生徒への支援につ

いては、特別支援学校だけでなく、普通

校に通学する特別支援を必要とする子

どもたちにも配慮していただきたい。 

 

○ 保護者や地域が学校を支援する取組

が広がりつつあるが、サポーターの獲

得が伸び悩んでいる。退職教員の人材

バンクを設立するなどの対応ができな

いか。 

また、現職の先生方も地域と関わる

なかで成長できるのではないか。 

 

○大震災における日本人の規範意識の高さが

世界から賞賛された。学力だけでなく、こ

ういった誇るべきところを、社会の最小単

位である家庭と一緒になって育む必要があ

る。 

 

○外国人の生徒は、自分の親を立てる子

どもが多いと感じる。我々が忘れてい

る大切なものを気づかされるのではな

いか。 

 

○子どもたちには、世の中で役に立つ体験を

することが必要ではないか。隣の人だけで

も良いので感謝される人間になっていただ

きたい。 

また、そういった経験を通じて、子ども

たちは自らの能力を伸ばしていくのではな

いか。 

 

○学習指導要領の改正や週６日制の検討など、

教員が益々多忙化する傾向であることを心

配している。研修メニューを充実する際に

は参加しやすい環境づくりにも配慮いただ

きたい。 

 

○子どもたちの指導にあたっては、他人との

比較ではなく、自信をなくさないための配

慮が必要。子どもたちに「～できた」とい

う体験をさせてあげることを大切にしてほ

しい。 

 

○生徒だけでなく教員も、就職することを会

社を選ぶことと考えているが、本来は生き

方を選ぶことではないか。キャリア教育に

は、そこまで踏み込んだ考えが必要。 

 

○障がいのある生徒の就職では、企業とのマ

ッチングが難しい。企業からは義務化もさ

れており採用したいが、適性にあった生徒

が見つからないという声を聞く。 

 

○企業では、ＯＪＴがしっかりできている企

業が強い。教員の研修制度をみると、まだ

まだ制度に頼っていると感じる。1 日 10

分でも良いので、先輩と後輩が話す時間が

とれれば違いが出てくるのではないか。 
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    平成 2５年度の開催予定       

 

 平成２５年度は３回の開催を予定。 

 

（開催スケジュール案） 

■第１回（５月下旬） 

【議題】 

「24 年度成果報告」、「25 年度取組方向」他 

■第２回（８月下旬～9 月上旬） 

【議題】 

「25 年度進捗状況」、「26 年度取組方向」他 

■第 3 回（２月中旬） 

【議題】 

「25 年度成果の検証」、「26 年度の具体的な

取組」 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 


